
この学校検尿フローチャートは，各地域の実状にあわせて適宜ご活用ください．それぞれの内
容は，後述の各 Qに詳細を記してあります．吹き出しの「→Q××」を確認の上，ご参照ください．

•異常なし •無症候性血尿・蛋白尿，腎炎の疑い
•無症候性蛋白尿　•白血球尿，尿路感染症の疑い
•体位性蛋白尿 •その他（確定診断名がついている場合はそれを記入）
•無症候性血尿

〈暫定診断名〉

暫定診断
管理指導表作成

上記①を満たさない場合でも，下記②～⑥の所見がある場合は
早期に小児腎臓病専門施設に紹介する
②肉眼的血尿（遠心後肉眼的血尿を含む） ⑤高血圧
③低蛋白血症（血清アルブミン＜3.0g/dL） ⑥腎機能障害
④低補体血症

①早朝第一尿の尿蛋白／尿クレアチニン比および尿蛋白定性がそれぞれ
0.15～ 0.4g/gCr，1＋程度の場合は6～12か月程度の持続がみられたもの
0.5 ～ 0.9g/gCr，2＋程度の場合は3～6か月程度の持続がみられたもの
1.0 ～ 1.9g/gCr，3＋程度の場合は1～3か月程度の持続がみられたもの

〈小児腎臓専門施設への紹介基準〉

次回
学校検尿へ

異常なし 緊急受診

小児腎臓病専門施設受診

確定診断

かかりつけ医にて定期受診

一次検尿
尿蛋白：1＋以上 and/or
尿潜血：1＋以上
（※本書では尿糖を除いています）

二次検尿
尿蛋白：1＋以上 and/or
尿潜血：1＋以上
（※本書では尿糖を除いています）

精密検診（かかりつけ医または集団検診）

•診察，問診
•尿 検 査：定性，沈渣，尿蛋白／尿クレアチニン比
•採　　血：蛋白，アルブミン，クレアチニン，尿素窒素，

補体（C3）
•身体所見：身長，体重，血圧測定

緊急受診
→Q10

検尿異常値
→Q1

検尿異常値
→Q1

精密検診
→Q2, 3

検査項目，問診，検査値→ Q2，4，7
クレアチニンの基準値→ Q33
身長・体重→付録

紹介基準→Q8
血圧→ Q35，36
血清クレアチニン値→ Q33

管理指導表
→Q6

暫定診断
→Q5

腎生検の適応基準
→Q27

尿蛋白3＋以上

尿蛋白3＋以上

紹介の適応あり

該当なし

該当なし

異常なし

該当

異常あり

該当

紹介の適応なし定期受診の方法→Q9
食事・運動管理→ Q40，41

小児腎臓病専門施設
→Q15
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